
潘
之
恒
に
お
け
る
「
絃
鞉
—
三
絃
源
流
説
」 

 [

要
旨]

 

「
絃
鞉
」
な
る
弦
楽
器
の
名
は
、
六
世
紀
初
頭
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
楽
器
に
関
す
る
確
実
な
記
述
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。「
絃
鞉
・
即
今
之
三
絃 

為
張
聘

夫
作
—
（
絃
鞉
・
即
ち
今
の
三
絃
：
張
聘
夫
氏
に
捧
げ
て
こ
の
文
を
作
る
）
」
、
と
い
う
表
題
の
一
編
が
、
明

代
に
潘
之
恒
（
一
五
五
六
–
一
六
二
二
）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
亘
史
鈔
』
と
い
う
書
物
の
雜
篇
・
巵
言
・

巻
八
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
表
題
の
よ
う
に
潘
之
恒
は
、
明
代
の
「
三
絃
」
の
源
流
を
「
絃
鞉
」
に
求
め

て
い
る
。
又
、
こ
の
潘
之
恒
が
校
閲
し
、
唐
の
柳
宗
元
（
七
七
三
–
八
一
九
）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
『
絃
子
記
』
な
る
書
物
が
あ
る
。
『
絃
子
記
』
は
短
い
四
編
を
収
め
る
小
さ
な
著
作
で
あ
る
。 

  

筆
者
は
、
こ
の
『
絃
子
記
』
の
中
に
、「
三
絃
」
と
改
題
さ
れ
て
は
い
る
が
「
絃
鞉
・
即
今
之
三
絃 

為

張
聘
夫
作
」
と
ま
っ
た
く
同
じ
一
編
を
発
見
し
た
。
調
査
の
結
果
、『
絃
子
記
』
の
四
編
の
う
ち
、
上
記
の

一
編
を
含
む
三
編
が
、
（
『
絃
子
記
』
の
校
閲
者
と
さ
れ
て
い
る
）
潘
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
巵
言
」
に
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
こ
の
『
絃
子
記
』
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
、「
三
絃
」
や
「
提
琴
」
と
い
っ
た
楽

器
は
、
唐
代
に
は
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
混
乱
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の

楽
器
の
年
代
が
古
く
見
積
も
ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。 

 

筆
者
は
こ
の
「
絃
鞉
・
即
今
之
三
絃 

為
張
聘
夫
作
」
の
文
章
の
詳
細
に
つ
い
て
議
論
し
、「
絃
鞉
」
が
「
三

絃
」
の
源
流
で
あ
る
と
い
う
潘
の
考
え
に
、
歴
史
的
な
根
拠
が
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 
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本
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】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

深
草
ア
キ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

一 

は
じ
め
に 

 

あ
る
時
、
私
の
演
奏
し
て
い
る
楽
器
「
秦
琴
」
の
歴
史
を
調
べ
て
い
る
中
で
、
偶
然
に
柳
宗
元
撰
の
『
絃

子
記
』
と
云
う
小
さ
な
著
作
を
見
つ
け
た
。
ど
の
よ
う
に
見
出
し
た
の
か
今
で
は
ま
っ
た
く
憶
え
て
い
な

い
が
、
確
か
国
会
図
書
館
で
別
の
書
物
を
探
し
て
い
る
最
中
だ
と
、
記
憶
し
て
い
る
。「
絃
」
と
云
う
文
字

が
気
に
な
っ
て
中
を
見
る
と
面
白
い
こ
と
に
絃
楽
器
の
小
編
が
幾
つ
か
収
め
ら
れ
て
い
た
。 

 

こ
の
『
絃
子
記
』
は[

唐]

柳
宗
元
撰
、
潘
之
恒
閲
と
記
さ
れ
て
い
て
、
音
楽
に
関
係
す
る
短
い
四
編
を

収
め
る
著
作
で
あ
る
。
初
め
に
「
箏
郭
師
」
の
一
編
、
次
に
校
閲
者
と
さ
れ
て
い
る
明
の
潘
之
恒
撰
「
附

馬
手
樂
」
、
続
い
て
「
提
琴
」
「
三
絃
」
の
二
編
、
計
四
編
か
ら
成
っ
て
い
る
。 

 

只
、
『
絃
子
記
』
が
柳
宗
元
の
著
作
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
附
」
と
記
し
て
あ
っ
て
も
、
潘
之
恒
撰
の
「
附

馬
手
樂
」
一
編
が
混
ざ
っ
て
い
る
事
は
非
常
に
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た
通
説
で
は
「
提
琴
」
や
「
三
絃
」

と
い
う
楽
器
は
唐
代
に
は
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
潘
之
恒
撰
の
「
附
馬
手
樂
」
以

外
の
三
編
が
本
当
に
柳
に
よ
る
文
な
の
か
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。 

 

調
査
の
結
果
、
「
箏
郭
師
」
の
一
編
は
柳
宗
元
の
別
集
『
唐
柳
河
東
集
』
（
明
・
蔣
之
翹
輯
注
）
外
集
巻

二
に
、「
箏
郭
師
墓
誌
」
と
題
し
て
収
め
ら
れ
て
い
て
確
か
に
柳
宗
元
の
文
で
あ
っ
た
。
一
方
、
潘
之
恒
の

著
作
で
あ
る
『
亘
史
鈔
』
雜
篇
・
巵
言
・
巻
八
、『
亘
史
・
天
啓
版
』
の
雜
篇
・
巻
五
・
文
部
、
及
び
『
鸞

嘯
小
品
』
巻
二
に
、「
附
馬
手
樂
」「
提
琴
」「
三
絃
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
文
章
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
こ
の

三
編
は
共
に
潘
の
作
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
注
１
）
。 

「
三
絃
」
は
「
絃
鞉
―
即
今
之
三
絃 

為
張
聘
夫
作
」
と
題
し
て
、｢

提
琴｣

は
「
縣
解
―
為
楊
仲
修
提
琴

作
」
と
題
し
て
、｢

馬
手
樂｣

は
そ
の
ま
ま
「
馬
手
樂
」
と
題
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
（
『
鸞
嘯
小
品
』
中
の

「
絃
鞉
―
即
今
之
三
絃 

為
張
聘
夫
作
」
の
文
は
一
部
分
文
章
が
欠
落
し
て
い
る
）
。
即
ち
『
絃
子
記
』
は
、

『
亘
史
（
亘
史
鈔
）
』
あ
る
い
は
『
亘
史
・
天
啓
版
』
か
ら
こ
の
三
編
を
抜
き
出
し
、
そ
の
内
の
二
編
の
標

題
名
を
変
え
、
柳
宗
元
撰
の｢

箏
郭
師｣

と
合
わ
せ
、
「
唐 

柳
宗
元
撰
・
潘
之
恒
閲
」
と
し
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

 

潘
之
恒
は
、
字
を
景
升
と
い
い
、
嘉
靖
三
十
五
年
（
一
五
五
六
）
に
生
ま
れ
、
天
啓
二
年
（
一
六
二
二
）

に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
汪
效
倚
・
輯
注
の
『
潘
之
恒
曲
話
』
に
よ
れ
ば
徽
州
・
歙
県
の
商
人
の
家
庭
に
生

ま
れ
て
い
る
が
、
若
い
時
か
ら
汪
道
昆
、
王
世
貞
に
師
事
し
、
湯
顕
祖
、
屠
隆
等
多
く
の
知
識
人
と
交
遊

が
あ
っ
た
。
潘
自
身
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
論
文
が
あ
り
、
ま
た
前
掲
、
汪
效
倚
・
輯
注
の
『
潘
之
恒
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曲
話
』
に
も
年
表
等
も
付
い
て
詳
し
い
の
で
そ
れ
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、『
絃
子
記
』
の
由
来
等
は

紙
幅
の
関
係
上
次
の
機
会
を
持
ち
た
い
。 

 

尚
、
こ
の
三
編
は
、
清
初
の
黄
宗
義
『
明
文
海
』
に
も
、「
十
反
」「
提
琴
」「
三
絃
」
と
タ
イ
ト
ル
を
変

え
、
潘
景
升
撰
（
景
升
は
潘
之
恒
の
字
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
（
注
２
）
。 

 

二 

潘
之
恒
に
お
け
る
「
絃
鞉
―
三
絃
源
流
説
」
の
再
検
討 

 

こ
の
よ
う
に
柳
宗
元
の
著
作
と
さ
れ
て
い
る
『
絃
子
記
』
に
は
、
潘
之
恒
の
文
が
三
編
収
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
中
の
『
絃
子
記
』
云
う
所
の
「
三
絃
」
、
乃
ち
『
亘
史
（
亘
史
鈔
）
』『
亘
史
・

天
啓
版
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
標
題
名
「
絃
鞉
―
即
今
之
三
絃 

為
張
聘
夫
作
（
絃
鞉
―
即
ち
今
の
三

絃
で
あ
る 

張
聘
夫
の
為
に
こ
の
文
を
作
る
）
」
の
文
中
で
潘
は
「
絃
鞉
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。 

  
 

周
樂
器
設
播
鼗
職
、
業
所
及
制
、
用
絲
結
為
縄
、
如
貫
珠
垂
䨇
耳
、
揺
之
還
撃
其
面
以
成
音
、   

 
 
 

協
於
鼉
鼓
之
節
、
自
周
失
職
武
入
於
漢
、
至
秦
末
改
此
器
、
引
絲
而
長
之
以
為
絃
、
加
一
以
象
川
、
義

棅
出
其
上
、
如
繭
之
吐
絲
、
去
鼗
革
代
以
蛇
腹
、
象
仰
盂
承
槩
、
名
日
絃
鞉
、
絃
取
諸
乾
、
軫
取
諸
坤
、

紀
之
三
、
以
行
宮
音
之
主
也 

 
 

 
 

「
周
の
楽
器
で
は
、
播
鼗
の
職
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
業
（
わ
ざ
）
の
制
（
楽
器
の
作
り
）
に
及
ぶ

と
こ
ろ
は
、
糸
を
用
い
て
結
び
縄
の
よ
う
に
し
、
そ
れ
は
貫
珠
（
糸
を
通
し
た
玉
）
が
両
耳
に
垂
れ

下
が
っ
て
い
る
様
で
あ
る
。
之
を
揺
ら
し
て
鼓
面
を
打
っ
て
音
を
出
し
、
鼉
鼓
の
節
目
に
協
す
。
周

の
礼
楽
が
乱
れ
、
職
が
失
わ
れ
て
播
鼗
の
武
が
漢
中
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
（
注
３
）
、
秦
末
に
な

り
こ
の
器
（
鼗
鼓
）
が
改
め
ら
れ
た
。
絲
を
引
い
て
之
を
長
く
し
て
絃
と
為
し
、
一
本
を
加
え
、
川

を
象
っ
た
。
棹
の
よ
う
な
柄
が
そ
の
上
に
出
て
い
る
の
は
、
繭
か
ら
絲
が
引
き
出
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
鼓
面
の
革
を
取
り
去
り
、
代
わ
り
に
蛇
の
腹
の
皮
に
し
た
。
形
は
盂
（
丸
く
凹
ん
だ
皿
）

を
仰
い
で
槩
（
と
か
き
）
の
棒
を
付
け
た
よ
う
で
あ
る
。
名
を
「
絃
鞉
」
と
云
う
。
絃
は
「
乾
」
を

表
し
、
軫
は
「
坤
」
を
表
す
。
こ
れ
を
三
と
紀
め
、
以
て
宮
音
の
主
た
る
を
行
う
の
で
あ
る
」 

 

「
絃
鞉
」
に
関
し
て
こ
れ
程
具
体
的
な
記
述
は
、
明
代
ま
で
の
中
国
音
楽
史
の
な
か
で
は
、
恐
ら
く
こ
れ

唯
一
で
あ
ろ
う
。
播
鼗
と
は
、
『
周
礼
』
（
春
官
宗
伯
・
瞽
矇
）
の
鄭
玄
注
に
「
播
謂
發
揚
其
音
」
と
あ
る 

よ
う
に
、
所
謂
、
振
り
鼓
で
あ
る
「
鼗
（
鼗
鼓
）
」
を
振
っ
て
音
を
鳴
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
「
鼗
」
の
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柄
を
棹
に
し
て
、
鼓
面
を
円
形
の
胴
に
見
立
て
、
そ
の
胴
の
革
を
蛇
の
腹
の
皮
に
替
え
、
鼓
面
を
打
つ
玉

の
紐
を
絃
に
し
た
「
絃
鞉
」
と
云
う
絃
楽
器
が
秦
代
の
末
に
現
れ
、
そ
の
「
絃
鞉
」
を
正
に
三
条
の
絃
を

持
つ
三
絃
の
楽
器
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
丸
い
凹
ん
だ
皿
に
槩
（
と
か
き
）
の
細
長
い
棒

を
付
け
た
形
は
正
に
そ
の
楽
器
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
そ
し
て
そ
の
絃
を
「
乾
」
に
、
軫
つ
ま
り
転
手

（
て
ん
じ
ゅ
・
絃
巻
き
）
を
「
坤
」
に
準
え
て
い
る
。
八
卦
の
「
乾
」
は 

「
坤
」
は 

、
三
本
の
形

は
正
に
絃
と
軫
に
は
ぴ
っ
た
り
で
あ
る
。 

 

潘
は
「
絃
鞉
―
即
今
之
三
絃 

為
張
聘
夫
作
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
明
代
の
「
三
絃
」
の
源
流
を

こ
の
「
絃
鞉
」
に
求
め
て
い
る
が
、「
絃
鞉
」
と
云
う
言
葉
が
最
初
に
現
れ
た
の
が
、
周
知
の
よ
う
に
現
在

残
さ
れ
て
い
る
書
物
の
中
で
は
梁
・
沈
約
の
『
宋
書
』
な
の
で
あ
る
。『
宋
書
』
巻
十
九
・
志
第
九
・
楽
一

の
「
琵
琶
」
の
条
に
、
三
国
・
魏
の
杜
摯
（
字 

德
魯
、
生
没
不
詳
、
二
五
五
年
頃
没
）
の
言
と
し
て
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

琵
琶
：
傅
玄
琵
琶
賦
日
、
漢
遺
烏
孫
公
主
嫁
昆
彌
、
念
其
行
道
思
慕
、
故
使
工
人
、
裁
箏
筑
為
馬
上 

 
 

之
楽
、
欲
従
方
俗
語
、
故
名
日
琵
琶
、
取
其
易
傳
於
外
國
也
、
風
俗
通
云
、
以
手
琵
琶
因
以
為
名
、 

 
 

杜
摯
云
、
長
城
之
役
、
絃
鼗
而
鼓
之
、
並
未
詳
執
實
、
其
器
不
列
四
廂 

 
 

「
琵
琶
：
傅
玄
の
琵
琶
賦
に
曰
く
、
漢(

武
帝)

が
、(

烏
孫)

公
主
を
遣
わ
し
昆
彌
に
嫁
が
せ
た
。
そ

の 

 
 

道
す
が
ら
の
寂
し
さ
を
思
い
、
工
人
に
命
じ
、
箏
や
筑
を
割
い
て
馬
上
の
楽
器
と
為
し
た
。
地
方
の 

 
 

俗
語
に
従
お
う
と
し
た
の
で
、
故
に
名
は
琵
琶
と
云
う
。
そ
の
扱
い
易
さ
で
外
国
に
伝
わ
っ
た
。
風 

 
 

 
 

俗
通
云
う
に
は
手
を
以
て
琵
、
琶
と
す
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
杜
摯
の
云
う
に
は
、
長
城
の 

 
 

労
役
の
時
、
絃
鼗
を
弾
い
て
い
た
と
。
そ
れ
ら
は
孰
れ
が
事
実
な
の
か
、
未
だ
詳
ら
か
で
は
な
い
。 

 
 

そ
の
楽
器
は
四
廂
楽
歌
に
は
列
し
て
い
な
い
」 

  

ま
た
、
『
初
学
記
』
徐
堅
（
六
五
九
―
七
二
九
）
等
奉
勅
編
・
巻
十
六
・
樂
部
下
・
琵
琶
第
三
に
引
く
、

『
古
今
楽
録
』
（
佚
書
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

智
匠
古
今
樂
録
日
、
琵
琶
出
於
絃
鼗
：
杜
摯
以
為
興
之
秦
末
、
蓋
苦
長
城
役
、
百
姓
絃
鼗
而
鼓 

 
 

「
智
匠
の
古
今
樂
録
に
曰
く
、
琵
琶
は
絃
鼗
か
ら
出
て
い
る
：
杜
摯
は
秦
末
に
興
っ
た
と
し
て
い
る
。 

 
 

思
う
に
、
長
城
の
労
役
に
苦
し
み
、
農
民
が
絃
鼗
を
弾
い
て
い
た
の
で
あ
る
」 
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こ
れ
ら
の
記
述
以
来
「
絃
鼗
」
は
「
琵
琶
」
の
源
流
と
見
な
さ
れ
、
後
世
の
様
々
な
書
物
に
認
め
ら
れ

る
。
勿
論
こ
こ
で
云
う
「
琵
琶
」
は
、
林
謙
三
氏
謂
う
所
の
「
漢
式
琵
琶
」
の
こ
と
を
指
す
（
林 

一
九

七
三 

三
〇
八
―
三
一
六
頁
）
。 

 

以
下
、
こ
の
「
絃
鼗
」
の
文
字
が
現
れ
て
い
る
書
物
、
及
び
文
章
を
判
る
か
ぎ
り
取
り
上
げ
て
み
る
。

尚
「
絃
鞉
」
は
、
書
物
に
依
っ
て
「
絃
鼗
」
又
は
「
弦
鼗
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
原
文

の
表
記
に
従
う
場
合
は
「
絃
鞉
」
と
し
、
そ
れ
以
外
は
便
宜
上
す
べ
て
「
絃
鼗
」
と
記
す
。 

 
 

 
 

「
琵
琶
賦
」
隋
・
虞
世
南
（
五
五
八
―
六
三
八
）
、『
初
学
記
』
唐
・
徐
堅
（
六
五
九
―
七
二
九
）
等
奉 

 
 

勅
編
（
約
七
二
五
年
頃
成
書
）
、
『
通
典
』
唐
・
杜
佑
（
字
君
卿
、
七
三
五
―
八
一
二
）
撰
、
『
白
氏
六 

 
 

帖
事
類
集
』
唐
・
白
居
易
輯
（
八
三
〇
年
頃
成
書
）
、
『
琵
琶
録
』
『
樂
府
雑
録
』
唐
・
段
安
節
撰
（
生 

 
 

没
不
詳
）
、
『
舊
唐
書
』
五
代
後
晋
・
劉
昫
（
八
八
七
―
九
四
六
）
等
奉
勅
撰
、
『
太
平
御
覽
』
北
宋
・ 

 
 

李
昉
（
九
二
五
―
九
九
六
）
等
輯
（
九
七
七
年
編
、
九
八
三
成
書
）
、『
新
唐
書
』
北
宋
・
欧
陽
脩
（
一 

 
 

〇
〇
七
―
一
〇
七
二
）
等
奉
勅
撰
、
『
事
物
紀
原
』
北
宋
・
高
承
撰
（
一
〇
八
〇
頃
成
書
）
、
『
樂
書
』 

 
 

北
宋
・
陳
暘
撰
、
『
通
志
』
北
宋
・
鄭
樵
（
一
一
〇
四
―
一
一
六
二
）
撰
、
『
唐
宋
白
孔
六
帖
』
南
宋
・ 

 
 

孔
傳
續
輯
、
『
記
纂
淵
海
』
南
宋
・
潘
自
牧
輯
（
一
二
〇
〇
頃
輯
成
る
）
、
『
新
編
古
今
事
文
類
聚
』
南 

 
 

宋
・
祝
穆
輯
（
一
二
四
六
序
）
、『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』
南
宋
・
謝
維
新
撰
（
一
二
五
七
序
）
、『
玉
海
』 

 
 

南
宋
・
王
応
麟
（
一
二
二
三
―
一
二
九
六
）
撰
、『
新
編
事
文
類
聚
翰
墨
大
全
（
全
書
）
』
元
・
劉
応
李 

 
 

編
（
一
三
〇
七
初
刊
）
、
『
文
献
通
考
』
元
・
馬
端
臨
撰
、
「
李
卿
琵
琶
引
」
元
・
楊
維
楨
（
一
二
九
六 

 
 

―
一
三
七
〇
）
、
『
説
郛
』
元
・
陶
宗
儀
（
一
三
二
九
―
一
四
一
〇
）
撰 

 
 

 

明
代
萬
暦
・
天
啓
頃
迄
で
は
、『
新
刻
古
今
事
物
考
』
王
三
聘
撰
、『
新
刻
詩
學
事
類
』
李
攀
龍
輯
、『
古

今
説
海
』
陸
楫
編
、『
事
物
紺
珠
』
黄
一
正
輯
、『
古
今
律
暦
考
』
邢
雲
路
撰
、『
彙
苑
詳
註
』
王
世
貞
撰
『
山

堂
肆
考
』
彭
大
翼
輯
、『
唐
類
函
』
俞
安
期
纂
、『
天
中
記
』
陳
耀
文
輯
、『
事
言
要
玄
集
』
陳
懋
學
纂
、『
古

儷
府
十
二
卷
』
王
志
慶
撰
、
等
の
書
物
に
「
絃
鼗
」
の
記
述
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

紙
幅
の
関
係
上
個
別
の
文
章
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
が
、
類
書
を
始
め
様
々
な
書
物
に
「
絃
鼗
」
と
い

う
言
葉
が
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
潘
の
云
う
よ
う
に
、「
絃
鼗
」
を
蛇
皮
の
胴
を
持
つ
三
絃
の
楽
器
と
記
し

て
い
る
も
の
は
一
書
も
無
い
。
そ
し
て
又
「
絃
鼗
」
の
形
に
関
し
て
潘
の
よ
う
な
具
体
的
な
記
述
は
、
現

在
残
さ
れ
て
い
る
書
物
の
中
で
は
、
高
承
の
『
事
物
紀
原
』
以
外
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
の
巻

二
・
樂
舞
聲
歌
部
・
嵇
琴
（
け
い
き
ん
）
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 



 5

  
 

杜
摯
賦
序
曰
、
秦
末
人
苦
長
城
之
役
、
絃
鼗
而
鼓
之
、
記
以
為
琵
琶
之
始
、
按
鼗
如
鼓
而
小
、
有
柄

長
尺
餘
、
然
則
繋
絃
於
鼓
首
而
属
之
於
柄
末
、
與
琵
琶
極
不
彷
彿
、
其
状
則
今
嵇
琴
也
、
是
嵇
琴
為

絃
鼗
遺
象
明
矣
・
・
・
・
今
人
又
號
嵇
琴
為
秦
漢
子
・
・
・ 

 
 

「
杜
摯
の
賦
の
序
に
曰
く
、
秦
末
、
人
び
と
は
長
城
の
労
役
に
苦
し
み
、
絃
鼗
を
弾
い
て
い
た
。
こ

れ
を
琵
琶
の
始
め
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
思
う
に
鼗
は
鼓
の
よ
う
で
あ
る
が
小
さ
く
、
長
さ
が
一

尺
余
り
の
柄
が
付
い
て
い
る
。
鼓
の
端
か
ら
絃
を
繋
い
で
柄
の
末
に
取
り
付
け
る
と
云
う
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
極
め
て
琵
琶
と
似
通
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
其
の
形
状
は
今
の
嵇
琴
で
あ
る
。
こ
の

嵇
琴
が
絃
鼗
の
形
状
を
今
に
残
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。・
・
今
の
人
は
ま
た
嵇
琴
を
号
し
て

秦
漢
子
と
し
て
い
る
」 

  

潘
自
身
も
こ
の
『
事
物
紀
原
』
か
ら
「
絃
鼗
」
に
関
し
て
具
体
的
な
記
述
の
発
想
を
得
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
こ
の
『
事
物
紀
原
』
で
は
、
確
か
に
「
絃
鼗
」
を
「
鼗
鼓
」
の
柄
に
絃
を
張
っ
た
も
の
と

は
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
形
状
は
、
今
（
宋
当
時
）
の
「
嵇
琴
」
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
「
嵇
琴
」

は
前
掲
、
陳
暘
の
『
樂
書
』
に
も
「
奚
琴
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
二
絃
の
擦
絃
楽
器
で
あ
り
、

勿
論
こ
こ
で
も
三
絃
で
あ
る
と
も
、
蛇
の
腹
の
皮
を
張
っ
た
と
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

『
鐵
崖
古
樂
府
』
巻
二
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
元
・
楊
維
楨
の
詩
「
李
卿
琵
琶
引
」
の
序
に
「
朔
人
李

卿
、
以
絃
鼗
遺
器
鳴
於
京
師
、
嘗
為
李
溉
之
學
士
、
賞
識
賜
以
清
平
樂
章
、
今
年
予
逢
卿
・
・
・
」
と
あ

り
そ
の
詩
中
に
「
今
年
東
游
到
呉
下
、
三
尺
檀
龍
為
予
把
・
・
・
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
「
絃
鼗
遺

器
」「
三
尺
檀
龍
」
を
楊
蔭
劉
氏
は
元
代
の
「
三
絃
」
に
つ
い
て
の
記
述
と
さ
れ
て
い
る
（
楊
、
一
九
八
一
、

下
册
、
七
二
五
頁
）
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
楊
維
楨
の
「
李
卿
琵
琶
引
」
は
「
三
絃
」
を
「
絃

鼗
」
に
結
び
つ
け
た
最
も
早
い
記
述
と
な
る
の
で
、
潘
も
こ
の
詩
を
発
想
の
源
と
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

し
か
し
そ
の
詩
中
に
於
い
て
も
「
絃
鼗
」
が
三
絃
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
又
、
こ
れ
に
は
「
絃
鼗
遺
器
」

を
「
三
絃
」
と
看
做
さ
な
い
説
も
あ
る
（
孫
、
二
〇
〇
七
、
三
五
―
三
八
頁
）
。 

 

そ
れ
に
も
ま
し
て
、
そ
の
「
絃
鼗
」
の
様
々
な
記
述
の
行
き
着
く
所
は
『
宋
書
』
で
あ
る
。
そ
の
『
宋

書
』
に
於
け
る
、
前
掲
し
た
杜
摯
の
「
絃
鼗
」
に
関
す
る
一
文
が
、
実
際
に
傅
玄
の
「
琵
琶
賦
・
序
」
に

記
さ
れ
て
い
た
記
述
な
の
か
、『
宋
書
』
の
編
纂
者
の
記
述
な
の
か
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
ど
ち
ら
で
あ

っ
た
と
し
て
も
杜
摯
の
い
か
な
る
書
物
か
ら
の
引
用
な
の
か
未
だ
判
ら
ず
、
そ
の
根
拠
が
確
認
で
き
な
い
。

同
じ
『
宋
書
』
巻
十
九
に
杜
摯
の
「
笳
賦
・
序
」
と
思
わ
れ
る
記
述
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
恐
ら
く
は
杜

摯
の
「
琵
琶
賦
」
な
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
「
序
」
か
ら
傅
玄
、
も
し
く
は
『
宋
書
』
の
編
纂
者
が
引
用
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し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
「
笳
賦
」
が
現
在
も
『
大
唐
類
要
（
北
堂
書
鈔
）
』
や
『
藝
文
類
聚
』
等

に
伝
わ
っ
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
杜
摯
の
「
琵
琶
賦
」
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
も
定
か
で
は
な
い
。 

 

秦
の
時
代
か
ら
四
〇
〇
年
以
上
の
時
が
経
て
い
る
魏
の
杜
摯
が
い
か
な
る
書
物
を
参
考
に
し
て
「
絃
鼗
」

と
言
い
出
し
た
の
か
知
り
よ
う
が
無
い
。
現
在
伝
わ
っ
て
い
る
秦
・
漢
の
書
物
の
中
で
「
絃
鼗
」
の
記
述

が
な
さ
れ
た
書
物
を
管
見
の
限
り
で
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
。
杜
摯
の
生
き
た
時
代
に
こ
の
様
な
楽
器
を
「
絃

鼗
」
と
言
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
秦
代
に
「
絃
鼗
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
、
書
物
を
通
し
て
杜

摯
が
知
っ
た
の
か
そ
れ
も
判
ら
な
い
。「
笳
賦
（
序
）
」
に
は
、「
笳
」
は
李
伯
陽
（
老
子
）
が
西
戎
に
入
っ

て
造
っ
た
、
等
と
付
会
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
琵
琶
賦
・
序
」
と
思
わ
れ
る
記

述
も
信
用
に
足
る
も
の
な
の
か
判
ら
ず
、
「
絃
鼗
」
は
杜
摯
の
造
語
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
前
掲
『
宋
書
』

の
記
述
や
陳
・
釈
智
匠
『
古
今
楽
録
』
の
「
琵
琶
出
於
絃
鼗
」
の
記
述
以
来
、
多
く
の
古
の
文
人
達
が
確

か
な
検
証
も
な
く
こ
れ
ら
の
一
文
を
引
用
し
て
書
き
継
い
で
来
た
様
に
思
え
る
。 

 

西
域
か
ら
伝
わ
っ
た
物
な
ら
ば
、
秦
代
前
後
に
当
時
西
域
の
貿
易
を
支
配
し
て
い
た
月
氏
の
民
に
よ
っ

て
伝
わ
り
（
小
谷
、
一
九
九
九
、
一
九
―
四
六
頁
）
、
そ
の
形
が
中
国
の
鼗
鼓
を
逆
さ
ま
に
し
て
絃
を
張
っ

た
様
だ
っ
た
の
で
、
い
つ
の
ま
に
か
「
絃
鼗
・
鼗
に
絃
す
る
」
と
呼
ぶ
様
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が

推
測
の
域
を
出
な
い
。
近
年
、
中
国
に
於
い
て
最
も
早
い
時
期
の
「
絃
鼗
」
の
図
像
と
し
て
四
川
音
楽
学

院
出
版
の
『
音
楽
探
索
』
に
高
文
氏
が
提
出
さ
れ
た
漢
代
の
画
像
磚
が
あ
る
が
（
高
、
一
九
九
八
、
一
六

～
一
七
頁
）
、
今
の
と
こ
ろ
こ
の
図
の
歴
史
的
考
証
は
為
さ
れ
て
い
な
い
。
前
掲
、
唐
・
段
安
節
『
樂
府
雑

録
』
の
鼓
吹
部
に
「
絃
鼗
」
が
鹵
簿
（
天
子
の
行
幸
）
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

唐
の
時
代
に
実
際
に
「
絃
鼗
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
記
し
た
書
物
は
、
管
見
の
限
り
で
は
こ
の
『
樂
府

雑
録
』
以
外
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
故
こ
の
「
絃
鼗
」
が
今
回
取
り
上
げ
て
い
る
「
絃
鼗
」
と
同
じ
も
の

を
意
味
し
て
い
る
の
か
は
確
信
が
持
て
ず
、
誤
刻
と
云
う
可
能
性
も
捨
て
難
い
。「
漢
式
琵
琶
」
を
詠
じ
た

「
琵
琶
賦
」
は
、
傅
玄
（
二
一
七
―
二
七
八
）
、
成
公
綏
（
二
三
一
―
二
七
三
）
、
孫
該
（
？
―
二
六
一
）

等
、
魏
晋
時
代
の
も
の
が
幾
ら
か
残
さ
れ
て
い
る
が
、「
絃
鼗
賦
」
も
し
く
は
「
三
絃
賦
」
な
る
も
の
は
一

つ
も
な
い
。
ま
た
前
掲
、
高
文
氏
の
も
の
以
外
に
「
絃
鼗
」
の
考
古
学
的
な
確
か
な
事
例
も
発
見
さ
れ
て

い
な
い
。 

 

明
代
に
は
現
在
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
書
物
が
も
し
か
し
た
ら
ま
だ
数
多
く
残
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
潘
の
こ
の
文
を
以
て
「
絃
鼗
」
の
存
在
の
確
認
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
し
、
ま
し
て
や
「
絃

鼗
」
を
三
絃
の
楽
器
で
あ
る
と
証
明
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
明
代
の
楽
器
「
三
絃
」
の
源
流

を
、
未
だ
存
在
不
確
か
な
「
絃
鼗
」
に
求
め
、
そ
の
「
絃
鼗
」
を
三
絃
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く

根
拠
が
無
い
潘
の
ロ
マ
ン
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 
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三 

毛
奇
齢
の
『
西
河
詩
話
』
と
の
関
係 

 

中
国
で
は
、
已
に
沈
知
白
氏
の
よ
う
に
「
絃
鼗
」
を
「
三
絃
」
の
源
流
と
す
る
こ
と
に
否
定
的
な
説
も

あ
り
（
姜
椿
芳
・
趙
佳
梓
、
一
九
九
四
、
三
〇
八
頁
）
、
現
在
実
際
の
事
例
と
し
て
は
「
三
絃
」
の
始
ま
り

を
遼
、
金
代
辺
り
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る
が
（
注
４
）
、
こ
れ
に
反
し
て
、
こ
の
「
絃

鼗
」
の
存
在
を
認
め
「
三
絃
」
の
源
流
と
し
て
い
る
説
も
少
な
く
な
い
（
注
５
）
。
秦
の
時
代
辺
り
に
、
二

絃
で
あ
っ
た
「
絃
鼗
」
な
る
楽
器
が
先
行
し
て
現
れ
、
何
が
し
か
の
楽
器
の
影
響
を
受
け
、
三
絃
に
変
化

し
そ
し
て
そ
の
楽
器
が
人
び
と
の
間
に
弾
き
継
が
れ
、
南
宋
辺
り
に
現
在
の
「
三
絃
」
に
繋
が
る
楽
器
に

な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
の
何
百
年
の
間
に
、
書
物
上
に
於
い
て
も
実
際
の
事
例
に
於
い
て

も
何
が
し
か
の
痕
跡
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
前
掲
し
た
「
漢
式
琵
琶
」
の
三
絃
の
も
の
な
ら
ば
確
か
に
そ

の
事
例
を
幾
ら
か
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。 

 

現
在
の
こ
の
よ
う
な
「
絃
鼗
―
三
絃
源
流
説
」
に
は
前
掲
、
楊
維
楨
の
詩
「
李
卿
琵
琶
引
」
や
、
又
清

初
の
学
者
毛
奇
齢
（
字
大
可 

又
は
斉
宇
、
一
六
二
三
―
一
七
一
六
）
の
『
西
河
詩
話
』
中
の
「
三
絃
」
の

記
述
は
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
潘
の
こ
の
「
絃
鞉
」
の
記
述
を
と
っ
て
い
る
説
は
見
当

た
ら
な
い
。
そ
の
『
西
河
詩
話
』
に
は
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

「
三
絃
起
於
秦
、
本
三
代
鼗
鼓
之
製
、
而
改
形
易
響
、
謂
之
絃
鼗
・
・
・
・
・
唐
時
坐
部
多
習
之
、

故
世
遂
以
為
胡
楽
、
實
非
也
」 

 
 

三
絃
は
秦
に
起
き
た
。
三
代
（
夏
・
殷
・
周
）
の
鼗
鼓
の
作
り
を
も
と
に
、
形
を
改
め
響
が
変
わ
っ

た
。
こ
れ
を
絃
鼗
と
云
う
・
・
・
・
唐
の
時
代
、
座
部
の
多
く
が
之
を
習
っ
た
。
故
に
世
の
中
で
は

西
域
の
楽
器
と
思
わ
れ
て
い
る
が
実
は
そ
う
で
は
な
い
。 

  

毛
自
身
は
「
絃
鼗
」
を
三
絃
と
は
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
「
三
絃
」
の
三
本
の
絃
か
ら
転
じ
て
「
絃
鼗
」

三
絃
の
説
が
出
て
来
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
推
論
す
る
に
、
こ
の
「
三
絃
」
を
「
絃

鼗
」
に
結
び
つ
け
た
毛
の
記
述
は
、
あ
る
い
は
毛
が
潘
の
文
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
は
し

な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
『
西
河
詩
話
』
中
の
「
三
絃
」
の
記
述
に
続
い
て
記
さ
れ
て
い
る
「
提
琴
」
に
つ
い

て
の
文
に
は
、
前
掲
し
た
潘
の
「
提
琴 

(

縣
解
―
為
楊
仲
修
提
琴
作)

」
の
文
と
一
致
し
て
い
る
箇
所
が
多

く
、
毛
が
『
絃
子
記
』
か
『
亘
史
』
、
も
し
く
は
『
鸞
嘯
小
品
』
を
見
て
い
た
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

例
え
ば
、『
絃
子
記
』
の
「
提
琴
」
と
毛
の
『
西
河
詩
話
』
の
「
提
琴
」
に
つ
い
て
の
文
の
そ
れ
ぞ
れ
の
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冒
頭
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

『
絃
子
記
』
の
「
提
琴
」 

  
 

雲
間
馮
大
行
使
周
府
王
餽
楽
器
一
具
携
以
歸
・
・
・
・
有
二
絃
而
龍
其
角
絲
自
口
中
出
魚
皮
腹 

 
 

木
背
幹
則
花
梨
而
象
飾
之
麗
以
弓
而
鬃
其
絃
・
・
・
衆
昧
其
名
・
・
・
延
楊
仲
修
賞
焉
仲
修
者
婁 

 
 

之
審
音
者
也
・
・
・
・ 

 
 『

西
河
詩
話
』 

  
 

提
琴
則
起
于
明
神
廟
間
有
雲
間
馮
行
人
使
周
王
府
賜
以
楽
器
其
一
即
是
物
也
・
・
・
・
製
用
花
梨 

 
 

為
幹
飾
以
象
齒
而
龍
其
首
有
兩
絃
従
龍
口
中
出
・
・
・
衆
昧
其
名
太
倉
樂
師
楊
仲
修
能
識
古
楽 

 
 

器
・
・
・
・
・ 

 

  

紙
幅
の
関
係
上
全
文
を
比
較
出
来
な
い
が
、
こ
の
あ
と
に
記
さ
れ
て
い
る
文
も
そ
の
内
容
が
か
な
り
似

通
っ
て
い
る
。
潘
以
前
に
「
提
琴
」
の
興
り
に
つ
い
て
書
か
れ
た
著
作
は
見
当
た
ら
ず
、
こ
れ
程
に
文
字

が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
や
は
り
毛
が
潘
の
文
を
模
倣
し
た
と
し
か
思
え
な
い
。
そ
れ
故
に

毛
の
、
鼗
鼓
か
ら
変
化
し
た
「
絃
鼗
」
を
「
三
絃
」
の
源
と
し
た
記
述
も
、
毛
が
「
絃
鞉
―
即
今
之
三
絃 

為
張
聘
夫
作
」
の
文
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
も
し
「
三
弦
」
の

源
流
論
に
毛
の
「
三
絃
起
於
秦
、・
・
」
の
文
を
取
り
上
げ
、
根
拠
の
一
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
潘
の
文
と
の

関
係
を
検
証
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
「
絃
鼗
」
に
つ
い
て
は
現
在
に
於
い
て
も
様
々
な
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
賛
否
は
と

も
か
く
「
絃
鼗
」
を
「
三
絃
」
の
源
流
と
し
、
そ
し
て
ま
た
三
本
の
絃
を
持
つ
三
絃
の
撥
弦
楽
器
で
あ
っ

た
こ
と
を
、
潘
は
已
に
四
百
年
程
前
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

四 

お
わ
り
に 

 

以
上
の
よ
う
に
、
唐
の
柳
宗
元
撰
と
さ
れ
て
い
る
『
絃
子
記
』
に
収
め
ら
れ
た
四
編
の
内
、
三
編
は
そ

の
校
閲
者
と
さ
れ
た
明
の
潘
之
恒
の
文
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
但
し
、
そ
の
内
の
一
編
を
「
絃

鞉
・
即
今
之
三
絃 

為
張
聘
夫
作
」
と
題
し
て
い
る
よ
う
に
、
潘
は
明
代
の
「
三
絃
」
の
源
流
を
「
絃
鞉
」

に
求
め
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
認
識
に
は
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
中
国
で
は
現
在
に
於
い
て
も
「
絃

鞉
」
を
「
三
絃
」
の
源
流
と
看
做
す
説
も
多
い
が
、
潘
の
説
に
批
判
を
加
え
る
こ
と
は
、
即
ち
現
在
の
こ
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の
よ
う
な
説
に
も
ま
た
疑
問
を
呈
す
る
こ
と
に
繋
が
る
。 

 

只
「
絃
鞉
―
三
絃
源
流
説
」
の
賛
否
は
と
も
か
く
、「
三
絃
」
と
「
絃
鞉
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ま
た

「
絃
鞉
」
の
形
に
つ
い
て
、
明
言
を
し
た
の
は
こ
の
潘
が
最
初
な
の
で
あ
る
。
現
在
の
「
絃
鞉
―
三
絃
源

流
説
」
に
は
、
清
初
の
学
者
で
あ
る
毛
奇
齢
の
著
作
『
西
河
詩
話
』
中
の
「
三
絃
」
に
関
し
た
文
が
、
根

拠
の
一
つ
と
さ
れ
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
潘
を
と
り
上
げ
て
い
る
論
文
を
見
る
事
は
な
い
。

し
か
し
毛
の
文
は
潘
の
「
絃
鞉
・
即
今
之
三
絃 

為
張
聘
夫
作
」
の
文
か
ら
着
想
し
模
倣
し
た
可
能
性
が

高
い
。
潘
謂
う
所
の
「
三
絃
」
と
「
絃
鞉
」
と
の
関
係
が
批
判
さ
れ
れ
ば
、
取
り
も
直
さ
ず
毛
の
説
が
批

判
さ
れ
る
と
云
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

最
後
で
あ
る
が
、
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
根
気
よ
く
付
き
合
っ
て
頂
い
た
、
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院

の
岡
崎
由
美
教
授
の
ご
指
導
と
ご
教
示
に
誠
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
今
回
の
原
稿
執
筆
の
き
っ

か
け
を
作
っ
て
頂
き
、
要
約
の
英
文
翻
訳
を
お
願
い
し
た
、
南
シ
ベ
リ
ア
・
ト
ゥ
バ
民
族
音
楽
・
演
奏
家

の
等
々
力
政
彦
氏
に
重
ね
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。 

 

注 （
１
） 

現
在
『
亘
史
』
は
、
『
亘
史
鈔
』
と
『
亘
史
・
天
啓
版
』
の
二
種
類
あ
り
、
そ
の
一
つ
の
『
亘
史

鈔
』
は
も
と
の
巻
数
は
未
詳
で
あ
る
が
、
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
に
収
め
ら
れ
、
一
一
六
巻
が

残
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
『
亘
史
・
天
啓
版
』
は
潘
之
恒
の
四
番
目
の
息
子
の
潘
弼
亮
に
よ

っ
て
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
年
） 

に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
九
三
巻
か
ら
成
っ
て
い
る
。
ま
た

『
鸞
嘯
小
品
』
は
、
汪
效
倚
氏
の
『
潘
之
恒
曲
話
』
に
よ
れ
ば
、
潘
之
恒
の
五
番
目
の
息
子
の
潘

弼
時
が
『
亘
史
』
の
残
編
を
可
能
な
限
り
集
め
た
も
の
で
、
崇
禎
戊
辰
（
一
六
二
八
年
）
の
韓
上

桂
の
序
が
あ
る
。 

（
２
） 

『
明
文
海
』
、
巻
百
四
十
六
・
諸
體
文
「
六
」
で
は
、「
絃
鞉
―
即
今
之
三
絃 

為
張
聘
夫
作
」
は

「
三
絃
」
に
、「
縣
解
―
為
楊
仲
修
提
琴
作
」
は
「
提
琴
」
に
、「
馬
手
樂
」
は
「
十
反
」
に
と
そ

れ
ぞ
れ
標
題
名
が
変
え
ら
れ
、
少
し
文
章
を
省
い
た
形
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

（
３
） 

『
論
語
』・
第
十
八
・
微
子
に
、
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
大
師
摯
適
齊 

亞
飯
干
適
楚 

三
飯

繚
適
蔡 

四
飯
缺
適
秦 

鼓
方
叔
入
於
河 

播
鼗
武
入
於
漢 

少
師
陽 

擊
磬
襄 

入
於
海
」
。
潘
之
恒

は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
い
る
。 

（
４
） 

北
京
房
山
縣
雲
居
寺
の
遼
代
の
石
塔
（
一
九
九
二
、『
中
国
楽
器
図
鑑
』
、
済
南
、
山
東
教
育
出
版
、

一
六
八
頁
）
ま
た
四
川
庵
元
縣
羅
家
橋
南
宋
墓
（
一
九
八
八
、『
中
国
音
楽
史
図
鑑
』
、
北
京
、
人

民
音
楽
出
版
、
一
二
七
頁
）
等
参
照
。 
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（
５
） 

中
国
に
於
い
て
「
絃
鼗
―
三
絃
源
流
説
」
を
採
っ
て
い
る
も
の
、
又
は
是
認
し
て
い
る
も
の
は
、

牛
龍
非
（
一
九
九
一
、『
敦
煌
壁
画
楽
史
資
料
説
録
与
研
究
』
）
、
楊
蔭
劉 

(

一
九
八
一
、『
中
国
古

代
音
楽
史
稿
』
、
下
册)

、
鄭
祖
襄
（
二
〇
〇
五
、
「
絃
鼗
：
研
究
的
争
議
与
討
論
」
、
『
中
国
音
楽

学
』
、
一
期
）
、
王
耀
華
（
一
九
九
八
、
『
中
国
の
三
絃
と
そ
の
音
楽
』
）
。
ま
た
、
孫
寧
寧
「
三
尺

檀
龍 

是
三
絃
嗎
？
―
對
史
学
界
三
絃
定
論
的
重
新
認
識
」
の
注
五
に
依
れ
ば
、
楽
声
（
一
九
八

六
、「
三
絃
」
、『
中
国
音
楽
』
、
一
期
）
、
黄
仕
中
（
一
九
八
九
、「
試
論
大
三
弦
的
発
展
」
、『
音
楽

探
索
』
、
二
期
）
、
劉
慧
（
一
九
九
八
、「
三
弦
発
展
概
略
」
、『
天
籟
・
天
津
音
楽
学
院
学
報
』
、
四

期
）
、
王
州
（
二
〇
〇
三
、
「
絃
鼗
遺
制
一
脉
千
支
―
中
国
的
三
弦
」
『
福
建
芸
術
』
、
四
期
） 

 

 

参
考
文
献
・
引
用
文
献 

汪
效
倚
、
一
九
八
八
、
『
潘
之
恒
曲
話
』
、
北
京
、
中
国
戯
劇
出
版
社 

『
論
語
』
、
魏
何
晏
等
集
解
、
四
部
叢
刊
、
第
三
十
八
冊
、
三
十
九
册 

上
海
商
務
印
書
館
影
印 
 
 

姜
椿
芳
・
趙
佳
梓
、
一
九
九
四
、
『
沈
知
白
音
楽
論
文
集
』
、
上
海
、
上
海
音
楽
出
版
社 

『
事
物
紀
原
』
、
宋
高
承
撰
、
叢
書
集
成
初
編
、
上
海
商
務
印
書
館
影
印 

『
明
文
海
』
、
清
黃
宗
羲
輯
、
四
庫
全
書
珍
本
七
集
、
故
宮
博
物
院
藏
文
淵
閣
本
影
印 

高
文
、
一
九
九
八
、
「
我
国
最
早
的
絃
鼗
図
像
」
、
『
音
楽
探
索
』
、
成
都
、
四
川
音
楽
学
院
、
第
二
期 

小
谷
仲
男
、
一
九
九
九
、
『
大
月
氏
』
、
東
京
、
東
方
書
店 

『
周
禮
』
、
漢
鄭
玄
注
、
四
部
叢
刊
、
第
十
册
―
十
五
册 

上
海
商
務
印
書
館
影
印 

『
初
學
記
』
、
唐
徐
堅
等
奉
勅
編
、
一
九
六
二
、
北
京
、
中
華
書
局
標
点
本 

『
宋
書
』
、
梁
沈
約
撰
、
中
華
書
局
鉛
印
本 

孫
寧
寧
、
二
〇
〇
七
、「
三
尺
檀
龍 

是
三
絃
嗎
？
―
對
史
学
界
三
絃
定
論
的
重
新
認
識
」
、『
音
楽
研
究
』
、

北
京
、
人
民
音
楽
出
版
社
、
第
三
期 

林
謙
三
、
一
九
七
三
、
『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考
』
、
東
京
、
カ
ワ
イ
楽
譜 

『
西
河
詩
話
』
、
毛
奇
齢
撰
、
昭
代
叢
書
、
丙
集
第
六
帙
、
世
楷
堂
藏
板
道
光
刊
本 

『
鐵
崖
先
生
古
樂
府
』
、
元
楊
維
楨
撰
、
四
部
叢
刊
、
集
部
第
二
千
三
百
二
十
、
二
千
三
百
二
十
一
册
、
上

海
商
務
印
書
館
影
印 

楊
蔭
劉
、
一
九
八
一
、
『
中
国
古
代
音
楽
史
稿
』
、
北
京
、
人
民
音
楽
出
版
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Pan Zhiheng’s Views on the Origin of Sanxian 
 
[Abstract] 
A xiantao 絃鞉 is a plucked string instrument of which we have many historical accounts dating from the beginning of the 
sixth century. However, we lack an explicit description of this instrument. There is a section entitled “Xiantao―(now called 
Sanxian)：dedicated to Mr. Zhang Pinfu” Xian-tao ji jin-zhi san-xian wei Zhang Pin-fu zuo (絃鞉・即今之三絃為張聘夫作) 
(abbreviated as XT) in Fables (Zhi-yan 巵言), the eighth chapter of Miscellaneous (Za-pian 雜篇), in the book of Gen-shi 
chao 亘史鈔 “the Excerption from Genshi, the Various Anecdotes,” which was written by Pan Zhiheng 潘之恒 (1556–1622) 
during the Ming Dynasty. As this title indicates, Pan Zhiheng considers the xiantao as the precursor of the sanxian 三絃 in the 
Ming Dynasty. Further, there is a book called Xian-zi ji 絃子記 (abbreviated as XZJ), which has been overseen and corrected 
by Pan Zhiheng and is believed to have been written by Liu Zongyuan 柳宗元 (773–819) during the Tang Dynasty. XZJ is a 
concise text consisting of four sections. 

 
In XZJ, I discovered a section identical to XT, albeit under a different title― Sanxian. A detailed investigation shows that 

among the four sections of XZJ, three sections, including the one mentioned above, are found in Fables, which was also written 
by Pan , who was regarded as the reviewer of XZJ. The musical instruments discussed in XZJ, such as the three-stringed 
long-necked lute called sanxian and a bow instrument known as tiqin 提琴, are believed to have not yet appeared in the Tang 
period. Because of this ambiguity, the origins these musical instruments could have been dated as much older than they actually 
were. 

 
In this paper, I refer the source of XZJ, discuss XT in detail, and clarify that Pan’s belief that the xiantao is the forerunner of 

the sanxian does not have any historical basis. 
 


